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1．緒言

　近年，核家族化の進行や女性の社会進出，それに伴う

家庭環境の変化などにより，食生活を中心とした日本人

のライフスタイルは大きく変化した．さらに，世界中か

ら数多くの食品を容易に入手し，飽食時代と言われてい

る中，私たちは何を基準にどんな食品をどの程度摂るべ

きかを考え，食品を適切に選択し摂取しなければならな

い．その為にも，ライフスタイルの変化の現況とその食

生活への影響を把握する必要があると考え，今回，これ

らライフスタイルの変化を担う若年層成人の代表として，

女子大学生を対象に“食に対する意識”と“食生活の現

況”を調査し，考察した．女子大生の食行動では，自己

の体型，人間関係及び心理的意識の三条件が相互に関連

し1）、平成16年度国民健康・栄養調査結果によれば，

「一人暮らし」の20～29歳女性では，食事の欠食回数

がおよそ3割であり，他の年代に比べて高い2）ことが判

明している．

　以上のことから本論文では，女子学生のライフスタイ

ルと食生活との関係を明確にすることを目的とした．

2．研究方法

　食に対する意識と食生活の現況調査は，①食への意識

②健康への意識　③生活状況や食習慣　④摂取食品項目

⑤食品の安全性に対する意識を重点に置いた5領域67

項目についてのアンケート調査を，著者の所属する本学

栄養学科女子学生141名に協力を頂き，平成18年7月

に実施した．調査用紙は講義終了時に教室で配布し，そ

の場で回答結果を回収した．アンケートの有効回収率は

91％であり，アンケートから得られたデータの集計と

統計解析はクロス集計，相関関係（ピアソンの係数），

t検定及びF検定等を用いた統計ソフト「SPSS　12．0」

で処理した．

3．研究結果

　3．1調査対象者について

　調査対象者の生活環境を表1に示す．全体の70．9％が

「自宅生」で，26．2％が「一人暮らし」である（表1）．

また，「自宅生」と「一人暮らし」の学生は全体の約97

％にも達することから，本論文でデータを整理するにあ

たり，「自宅生」と「一人暮らし」の場合の2っに大別

して検討した．

　　　　　　　表1　生　活　環　境

　　　　　　　　　　　　人数（n　＝141）　　％

親との同居（自宅）

一人暮らし

寮生活

その他

栄養学科　臨床栄養学研究室

100

37

　3

　1

70．9

26．2

2．1

　．7

　3．2調査した女子学生の身体的特徴

　調査した女子学生141名全員の年齢，身長及び体重を

基礎データとして平均値mと標準偏差σを用いて表すと，
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平均年齢19．9±1．2歳，平均身長158．2±5．6cm，平均

体重51．0±7．Okg，平均BMI（体重kg／（身長m）2）は20．4

±2．3kg／m2である．

　なお，ばらっきの程度を表す変動係数Cv（＝m／σ）は，

身長が3．5％，体重が13．7％，BMIは11．2％である．こ

れらの女子学生の身体的統計量の特徴としては，ほぼ全

員が標準BMI3）であるが，比較的低体重であることに加

え，ばらっきが少ないデータ群であった．

　この結果は，今後採取する多くのデータの整理におい

て，特に食に関する専門性の少ない一般学生のデータと

の差異を探るうえで，重要なデータであると考える．こ

れらの各要因の詳細は後出の図8に表されているが，こ

こでは各要因の特徴を考察する．

　3．3食生活に関わる様々な要因

（1）欠食状況の有無について

　図1は，「自宅生」と「一人暮らし」の欠食状況の調査

結果である．「自宅生」で“欠食有り”と回答した学生

は19％で，残り全てが“欠食無し”と回答（81％）してい

る．一方，「一人暮らし」の学生の欠食状況は“欠食有

り”と回答した学生は0％，“欠食無し”と回答した学

生は100％であった（図1）．このことは，調査対象学生

が栄養学科に属し，必ずしも予想される結果とはいえな
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いが，納得できるものであった．

（2）偏食にっいて

　「自宅生」で，“偏食有り”と回答した学生は全体の

65％，“偏食無し”は35％であった．一方，「一人暮らし」

の学生で，“偏食有り”は72．9％，“偏食無し”の学生は

27．0％であった．さらに，両者のうちで“偏食有り”と

回答した学生の，実に78．2％が“幼稚園の頃から嫌い”

と答えている．

（3）食事に要する時間にっいて

　図2から図4は，「自宅生」及び「一人暮らし」の学生

が朝食，昼食及び夕食に要する時間を示す．朝食は，

「自宅生」の10～20分が全体の78％を占める一方，「一

人暮らし」の学生は15分が全体の70．3％と最も多く，

どちらも30分以上かける学生はいない（図2）．昼食時

（2）
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間は「自宅生」「一人暮らし」ともに15～20分（全体の

85％）で同程度であるが（図3），夕食にかける時間は，

「自宅生」の学生の所要時間に幅があり，「一人暮らし」

の15～20分程度に集中しているのに比べ，「自宅生」の

自由な時間での食事が推察される（図4）．また，“30分

以上要する”と回答した学生のうち，「自宅生」は11％，

「一人暮らし」の学生では2．7％であるが，食事時間に関

して，1日の中では夕食時に最も時間をかけていること

が明らかになった．

（4）運動の有無について

　図5は「自宅生」と「一人暮らし」の学生の運動頻度を

比較したものである．「自宅生」「一人暮らし」ともに，

運動頻度は週に3～4回が約6割を占め，最も多い

（図5）．なお，この場合の運動とは，1回につき30分

以上の運動を週2日以上実施し，1年以上継続している

者を指す．平成16年度国民健康・栄養調査によれば，

年齢が20～29歳の運動習慣のある者の割合は18．5％で

あり，本調査結果（55～57％）は国民健康・栄養調査を

1
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上回る結果となった．

（5）ダイエットに関して

　図6，図7及び表2は，それぞれ，ダイエットに対す

る意識　ダイエット経験の有無及びその統計量を表した

ものである．一般に欧米でのダイエットの意味は，栄養

価などを考えた“食物”の他に，治療や食事療法として

“規定食及び特定食”を意味する場合に用いられている．

これに反して，日本では体重制限・コントロールの意味

で用いられている場合がほとんどである．本調査で用い

られている“ダイエット”の意味は，後者の意味での設

問の回答であった．

　図6において，ダイエットに対する意識として，約33％

の学生が“非常に重要”と回答している．これはアンケー

トの設問において，“常にダイエットのことを考えてい

るほど非常に重要”と回答した結果である．また，約82％

の学生はダイエットが重要と考え，ダイエットに対する

関心の高さを示している．

　図7から，これまでに約半数の学生がダイエットの経験

があることが明らかとなった．このダイエット経験の有り無

しにっいての統計量から，BMIの差異を比較すると，“ダ

イエット経験有り”の場合，全体の51．8％で，そのBMIの

平均値は20．1±2．2kg／m2である．“ダイエット経験無し”

の場合，全体の48．2％で，そのBMIの平均値は20．7±2．

4kg／m2である．すなわち，ダイエット経験が有る場合

のBMIの平均値及び標準偏差などが，経験がない場合

より低い値である（表2）．しかしながら，これらの

BMI値は，肥満・肥満症の指導マニュアル（第2版）4）

によれば，どちらも普通体重の範囲内である．

（6）食生活の状況にっいて

　表3は，食生活の状況を示すもので，食事を楽しみに

しているかどうかを表わす．ほとんどの学生が“食事を

楽しみにしている”と回答している．一方，“食事を楽

しみにしていない”と回答した「自宅生」もいる．理由

として，“楽しい会話がない，厳しく注意をされる”の

回答がみられた．

　また，「毎日規則正しい食事をしているか」との設問

に対して，約半数の「自宅生」が毎日規則正しく食事す

ると回答した結果に比べ，約92％の「一人暮らし」の学

生は不規則な食事を摂っていたことが明らかになった．

度蝕

表3　食事を楽しみにしていますか

　　　　人数（n冨141）
している　　していない　どちらともいえない

生活環塊　　自宅生

　　　一人暮らし
　　　寮生活
　　　　その他

0
0
0
Q
U
1

0
0
3

り
6
0
0
0

8
1
0
0

　さらに，日本型食生活＊1に関する設問に対して，「自

宅生」及び「一人暮らし」の学生は，それぞれ共に約80

～90％が“日本型食生活を送っていない”と回答してい

る．すなわち「自宅生」であっても日本型食生活ができ

ていないと考えられる．

　一方，一般的な欧米型食生活＊2の野菜の摂取に関す

る設問については，「自宅生」の62％，「一人暮らし」の

91．9％の学生が，“十分な量の野菜を摂取している”と

回答しており，十分な野菜の摂取に対する意識の高さが

うかがえる．

3．4要因分析

　前節では食生活に関わる様々な要因にっいて調査した．

この節では，食生活の中でそれらの要因が体重，身長及

びBMIなどの身体的統計量にどのように影響を及ぼす

かを検討する．

　図8は，BMIの身体的統計量を用いて，　BMIに及ぼ

す影響因子を検討したものである．図8の縦軸はBMI

4．0
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7娼食あり＋運動なし＋不規則な食事

8ダイエット経験あリ＋運動なし＋不規剣な食事あり

9ダイエット経験あり＋偶食あり＋運動なし＋不規則な食事あリ

　　　　　　　　　　BMlの平均値＝20、37
－O．1

図8　BMIに及ぼすマイナス因子（BMIの全データの平

　　　均に対する割合）

＊1米（穀類）を主食とした種々の野菜や根菜および海藻などに加え，魚類，肉類，牛乳，及び果物などが加わり，
　　多様性のある栄養バランスが取れた日本型食生活5）をいう．

＊2野菜の摂取に比べ，脂肪，動物性たんぱく質，糖分等を過剰に摂取し，食事バランスが偏った食生活6）をいう．
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を表し，横軸はBMIに影響を与える因子として，以下

の9項目の要因を考慮し，BMIデータを統計的に整理

した．

　（1）欠食あり

　（2）ダイエット経験あり

　（3）偏食有り

　（4）運動なし

　（5）毎日規則的な食事を摂らない（以後，不規則な食

　　　事とする）

　（6）ダイエット経験あり＋偏食有り

　（7）偏食有り＋運動なし＋不規則な食事

　（8）ダイエット経験あり＋運動なし＋不規則な食事

　（9）ダイエット経験あり＋偏食あり＋運動なし＋不規

　　　則な食事

　なお，図8の縦軸は，全調査学生の平均のBMIに対

する各要因のBMIの割合R｛＝100×（各BMI一平均の

BMI）／平均のBMI，％表示｝を表す．

　（1）の要因である欠食ありのBMIは，全データの平均

から3％ほど高くなっている（図8）．これは欠食をす

ることで，一回あたりの食事量が増加することで逆に食

べ過ぎることからBMIが増大する結果となるものと推

測できる．

　っぎに，（2）から（9）の要因に対するBMIの変化を見

ると，（2）から（9）の要因の組み合わせが重なるほど，

BMIの値が減少している．すなわち，「ダイエットをす

る」，「偏食をする」，「運動をしない」，「不規則な食事を

する」などの要因の過度な組み合わせは，BMIの適正

値に対するマイナス要因となる危険性を示唆すると考え

られる．

が得られた．
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4．結論

　本学の女子学生を対象に食に対する意識及びライフス

タイルと食生活にっいて，BMIなどの身体的統計量と

の関係を検討し，以下の結論を得た．

　欠食，ダイエットの経験，偏食運動状況，規則的食

事の有無などの要因とBMIなど身体的統計量との密接

な関係が明らかになった．これらは以下にまとめられる．

（1）「欠食がある」場合のBMIは，全データの平均より

わずかに高くなり，肥満との密接な関係が指摘できる．

（2）「ダイエットをする」，「偏食がある」，「運動をしな

い」，「食事が不規則である」などの要因が順次重なるこ

とによって，BMIが全平均値から次第に減少する結果
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Abstract

　　This　paper　investigated　the　consciousness　of　eating　among　womengs　college　students，　the　relationship　be－

tween　their　lifestyles　and　eating　habits，　and　statistical　values　of　their　physical　status　such　as　BMI．　As　a　re－

sult，　the　close　relationship　between　factors　such　as　skipping　a　meal，　experience　of　dieting，　nutritionally

inadequate　meals，　exercise，　regularity　of　meals，　and　the　value　of　BMI　became　clear．　The　value　of　BMI　in

the　case　of　skipping　a　meal　increased　a　little　compared　with　all　mean　values　of　BMI，　and　its　relation　to

corpulence　was　discussed．　In　addition，　heaping　the　factors　of電’having　gone　on　a　diet，旧゜nutritionally　unbal－

anced　meals，旧’no　exercise，”and”irregular　meals”one　after　another，　BMIs　were　shown　to　decrease　gradu－

ally丘om　their　mean　value．

（6）


